
平
成
二
十
一
年
六
月
十
九
日
提
出

質

問

第

五

七

一

号

裁
判
官
と
検
察
官
の
人
事
交
流
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

571



裁
判
官
と
検
察
官
の
人
事
交
流
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
〇
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

司
法
を
構
成
す
る
裁
判
所
の
裁
判
官
と
、
行
政
を
構
成
す
る
検
察
庁
の
検
察
官
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
判
検
交
流
（
以
下
、

「
判
検
交
流
」
と
い
う
。
）
と
い
う
制
度
に
つ
き
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
そ
の
目
的
、
意
義
、
開
始
経
緯
等
、
「
判
検
交

流
」
の
詳
細
に
つ
い
て
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
裁
判
官
の
職
に
あ
っ
た
者
か
ら
の
検
察
官
へ
の
任
命
及

び
検
察
官
の
職
に
あ
っ
た
者
か
ら
の
裁
判
官
へ
の
任
命
を
始
め
と
す
る
法
曹
間
の
人
材
の
相
互
交
流
は
、
国
民
の
期
待
と
信

頼
に
こ
た
え
得
る
多
様
で
豊
か
な
知
識
、
経
験
等
を
備
え
た
法
曹
を
育
成
、
確
保
す
る
た
め
、
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
法
曹
間
の
人
材
の
相
互
交
流
が
開
始
さ
れ
た
経
緯
は
、
資
料
等
が
存
在
せ
ず
不
明
で
あ
る
。
」
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
判
検
交
流
」
の
開
始
経
緯
に
つ
い
て
の
資
料
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
に
は
「
平
成
二
十
年
に
、
裁
判
官
の
職
に
あ
っ
た
者
か
ら
検
察
官
に
任
命
さ
れ
た
者
は
五
十
六
人
、
検

察
官
の
職
に
あ
っ
た
者
か
ら
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
た
者
は
五
十
五
人
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
裁

判
官
の
職
に
あ
っ
た
者
か
ら
検
察
官
に
任
命
さ
れ
た
者
、
検
察
官
の
職
に
あ
っ
た
者
か
ら
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
た
者
は
、
ど

れ
く
ら
い
の
期
間
に
わ
た
り
、
そ
の
職
を
全
う
す
る
か
。

一



三

二
の
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
役
職
に
あ
っ
た
者
が
ど
の
役
職
に
就
い
て
い
る
の
か
、
全
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

四

二
の
者
の
う
ち
、
再
び
元
の
裁
判
官
、
検
察
官
の
職
に
戻
っ
た
者
も
し
く
は
戻
る
予
定
の
者
は
い
る
か
。

五

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
判
検
交
流
」
に
よ
り
、
司
法
と
行
政
と
い
う
、
本
来
厳
正
に
一
線
を
画
す
べ
き
立
場
に
あ
る
者

が
、
様
々
な
情
報
を
共
有
し
、
交
流
す
る
こ
と
は
、
裁
く
者
と
訴
え
る
者
の
一
体
化
を
生
み
、
裁
か
れ
る
者
に
と
っ
て
不
利

な
状
況
が
生
ま
れ
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
法
曹
は
、
裁
判
官
、
検
察
官
、

弁
護
士
の
い
ず
れ
の
立
場
に
置
か
れ
て
も
、
そ
の
立
場
に
応
じ
て
職
責
を
全
う
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
一
元
的
な
法

曹
養
成
制
度
や
弁
護
士
の
職
に
あ
っ
た
者
か
ら
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
へ
の
任
命
等
も
こ
の
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
法
曹
間
の
人
材
の
相
互
交
流
に
よ
り
、
裁
判
の
公
正
、
中
立
性
が
害
さ
れ
、
『
裁
か
れ
る
者
に
と
っ
て
不
利
な

状
況
』
が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た
弊
害
が
生
じ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
は
「
弁

護
士
の
職
に
あ
っ
た
者
か
ら
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
へ
の
任
命
」
と
あ
る
が
、
「
判
検
交
流
」
同
様
に
、
弁
護
士
の
職
に

あ
っ
た
者
が
裁
判
官
、
検
察
官
に
任
命
さ
れ
る
と
い
う
制
度
は
あ
る
か
。

六

五
で
、
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
ら
の
者
の
う
ち
、
再
び
元
の
弁
護
士
の
職
に
戻
っ
た
者
は
い
る
か
。

七

五
の
答
弁
に
は
「
法
曹
間
の
人
材
の
相
互
交
流
に
よ
り
、
裁
判
の
公
正
、
中
立
性
が
害
さ
れ
、
『
裁
か
れ
る
者
に
と
っ
て

二



不
利
な
状
況
』
が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た
弊
害
が
生
じ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
あ
る
が
、
裁
く
側
、
訴
え
る
側
、
訴
え

ら
れ
る
側
の
三
者
が
公
平
に
交
流
を
す
る
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
裁
く
側
、
訴
え
る
側
の
二
者
の
み
が
「
判
検
交
流
」
と
い
う

政
府
の
制
度
に
よ
る
交
流
を
深
め
る
こ
と
は
、
弁
護
士
側
は
入
手
し
得
な
い
情
報
や
人
間
関
係
が
、
裁
判
官
と
検
察
官
の
間

で
の
み
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
司
法
の
公
平
、
公
正
を
失
う
も
の
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
を
再
度
問
う
。

右
質
問
す
る
。

三


